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小笠原村長　様
小笠原村父島字西町

香川アパート１０１

　大久保　健一

小笠原村におけるバリアフリー等についての要望書
拝啓　師走の候、ますますご清栄の事とお慶び申し上げます。

さて、障害を持つ小笠原村民として村内のバリアフリー等の生活環境改善について以下の通り要望させていただきたいと思います。そして、小笠原のバリアフリーが進むことによって、小笠原へ障害者や高齢者、ベビーカー使用者など移動制約者も積極的に訪れ、観光やショッピングなど社会参加の機会が増大される事も期待されますので東京都としても積極的に取り組んでいただければ幸いです。
　以下のようなユニバーサルデザインの視点が最も大切だと思います。そこで私達、地元の障害者として、移動制約者本位の計画づくりを願って、その視点で要望致します。

要望事項

1、 小笠原海運のおがさわら丸は、竹芝港と二見港の両方の乗降時に陸地からのタラップに段差がありますが、港湾整備事業としてそれを早急に解消してださい。そのことは国のガイドラインでも謳われています。将来的には、ガイドラインのモデルに則って、スロープタラップか乗降リフト導入のご検討を促してください。
2、 おがさわら丸船内において、障害者や高齢者は、現在Ｃデッキの救護向け客室に乗船していますが、客室入り口の一段の段差を解消していただき、非常時向け呼び出しボタンを設置するように都として促してください。先日船内でも事件がありましたが、そのような非常時、移動制約者はすぐに避難等がしにくいので、乗組員をすぐに呼び出せる仕組みを確保するよう要請してください。長時間の洋上航海では必須です。できれば、車椅子トイレやシャワールームにも呼び出しボタンの設置を促してください。
3、 村内の道路整備については、都内の先進的整備事例を基に積極的にバリアフリー化へ改善してください。点字ブロックやバス停のマウントアップ仕様などはまだまだ進んでおりません。

4、 唯一の本土との交通手段である小笠原航路の運賃については、現状でも非常に高く移動制約者や低所得者にとっては大変な負担になっていますので、燃料調整費の導入による料金の値上げが予定されていると聞きますが、そういった社会的弱者にとって大変な影響を及ぼすことだと思いますので、小笠原航路の料金の据え置きと共に割引や助成制度の充実を切に求めるとお伝えください。運賃体系の見直しをする際には、移動制約者の参画の下に行うよう要請してください。

5、 小笠原村が整備した各戸のIP端末により、インターネット接続サービスが１２月から本格開始されますが、その利用料金の中で障害者や高齢者また生活困窮者（被保護者）への多少なりとも割引や減免制度を作って欲しいと思います。村の公営事業においても、村営バスや水道料金またテレビ視聴料において行政として各種減免制度が行われているところですし、本土の民間のプロバイダーでも障害者割引を実施している業者があります。それによる情報が断絶されがちな障害者の社会参加が広がると、国をはじめ情報のバリアフリー化が多く促進されているところです。言語障害や聴覚障害がある者にとっては、メールやパソコンは大事なコミュニケーションツールにもなっています。そのような中で、生活保護や年金だけでは利用料が大きな負担になってしまいます。福祉的観点からもなんらかの利用料の割引減免制度を作ってください。
6、 公衆トイレや遊歩道整備などにおいてもバリアフリー化を進めてください。村内のトイレは特に温水洗浄機能付トイレやオストメイト向けトイレが設置されていないので、少しずつ改善をしてください。
7、 小笠原村では医療福祉複合施設の整備が進められておりますが、施設内の計画段階からの当事者参画と先進的なユニバーサルデザインの設計としてください。僻地医療体制において誰もが使いやすいモデルとなる施設整備を目指して欲しいと思います。
8、 小笠原においては、航空路開設の構想がありますが、飛行機が就航されたとしても、プロペラ機のような小型機が想定され、電動車椅子などで搭乗できない恐れがあります。一部の人が利用できない空港では利便性が平等に享受できませんので、この問題を置き去りにして軽々に計画を進めるのは危険です。前項で書いたように船舶航路の整備を最優先に考えて、航空路開設PIでも慎重に計画を検討してもらいたいと思います。
9、 いずれにしても、小さな工夫で改善できることは多いと思いますので、僕のような実際に利用している移動制約者の意見を参画させながら、振興整備などの計画を作っていってください。小笠原に関わる多様な計画や事業に対して、意見を言える場を今後、積極的に作っていただければ幸いです。

以上、障害当事者として改善して欲しい事項をまとめました。誠意を持ってご検討の上、ユニバーサルデザインをコンセプトに計画に反映させて、誰もが住みやすく訪れやすい小笠原の実現を期待してやみません。

敬具
